
 

 

 

 

 

2021年度に全ての市立小中学校がコミュニティ・スクールに移行します 

～地域とともに、子どもたちの豊かな教育活動を目指して～ 

 

市では、2009 年度からスクールボード協議会を設置し、地域が学校を支える取組みを行

ってきました。これまで以上に学校と地域が連携した学校運営の実現を目指して、2021 年

度から、スクールボード協議会を発展させた学校運営協議会を全ての小中学校に設置し、コ

ミュニティ・スクールに移行します。コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」を

設置している学校のことをいいます。 

これまでのスクールボード協議会は、校長が必要に応じて学校運営に関して保護者や地域

の方々の意見を聞くことを目的としていました。 

これに対して、学校運営協議会は、学校運営や必要な支援に関する協議を行うために、各

学校に設置される合議体です。委員が当事者意識をもって校長の求めに応じて意見を述べる

だけではなく、一定の権限と責任をもって学校運営そのものに意見を述べることができます。 

また、コミュニティ・スクール移行後は、学校と地域がより強固に連携、協働した地域学

校協働活動を進めていくため、各学校に地域学校協働本部を置きます。学校の困りごとや学

校運営協議会での発案について、ボランティアコーディネーターが中心となって保護者や地

域の方々等と学校をつないでいくことで、地域・家庭・学校の一体となった特色ある学校づ

くりが実現します。 

 

＜町田市コミュニティ・スクールのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ０ ２ １ 年 １ 月 １ ３ 日 

記 者 発 表 資 料 

学校教育部指導課課長  小池 

電  話  ０ ４ ２－ ７ ２ ４－ ２ ８ ６ ７ 



■ 学校運営協議会の主な役割 

・校長が作成する学校運営の基本方針を承認する他、学校運営への支援について、教育 

委員会又は校長に意見を述べることができます。 

・学校の教育目標を達成するための教職員の任用について意見(特定の職員の任用に関

する事項を除く)を述べることができます。 

 

■ 学校運営協議会を構成する委員 

地域住民、保護者、新まちとも運営協議会会長(※)、学校支援ボランティア、ボランテ

ィアコーディネーター、教育委員会が適当と認める者（学識経験者等）計５～７名 

(※)「まちとも」とは、放課後の校庭や空き教室等で無料で遊ぶことができる「遊び場開放事業」で 

す。子どもたちが安心して過ごすことができる居場所をつくるため、全42小学校で実施していま 

す。校庭だけを開放している「屋外型」の「まちとも」と、空家教室も開放する「屋内対応型」の 

「まちとも」の2種類があります。 

 

■ コミュニティ・スクールへの移行によるメリット 

 コミュニティ・スクールは、学校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民

の皆さんが参画できる仕組みです。当事者として子どもの教育に対する課題や目標を共

有することで、学校を支援する取り組みが充実するとともに、関わる全ての人に様々な

魅力が広がっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


